
NAGASHIMA TOWN Public Relations

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に

も
年
金
が
受
給
で
き
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
国

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
1

号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

２
号
被
保
険
者
の
人
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
人

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
が
管
理

す
る
環
境
セ
ン
タ
ー
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
転

管
理
業
務
は
、
一
部
を
民
間
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
（
公
募
に
よ
る
提
案
審
査
型
）
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
運
転
管
理
業
務

を
受
託
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

募
集
内
容
は
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

総
務
課
施
設
管
理
係

　

☎
（
84
）
４
８
１
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

新
成
人
の
皆
さ
ん
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由

等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
の
た
め
に
、「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課
年
金
係
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内
線
１
１
１
６

施設の運転管理事業者を募集

衛生センター

環境センター

リサイクルセンター
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